
機械化薬剤化を前提と

開始年度

終了 (見込

4.5年度

)年度  5

開発担当者所属氏名

労働生産性の向上、労働強度の軽減、投資効率をはかるための機械化、薬

剤化を前提とした植栽方法を解明する。

植栽方法ごとに各種造林機械およ

調査する。

び除草剤による作業功程、経費成長量等を

1.1.回 の下刈期間を経過しただけで、問題点

機械刈で推|り 増しになつている点 もつと研究

2.薬 却1使用の結果について検討する。

良

朋

琢

井

柳

村

岩

青

中

課題番号  15
F召 禾1 46 年 度 技 術 開 発 報 告 書

過経施

各署 45年度ti①方形植、②列状4直

別に試験地を設定、樽付功程、下刈功程、

③巣植 ④傾斜階段造林Alと植栽方法

成長量の調査1を各試験地ごとに行なつた

結発開

45年度に設定したもので、 まだ日浅 く、期待する成果は得ていないが 46年

度とりまとめ分は 15～ 1.の とおりである。

の提起はできないが、ただ巣植造林について、

する必要がある。

植付功程は省力化が期待できるが

―-96二
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15～ 1

機械1蝶剤化を前提とした植栽方法の確立

1.植付功程 (繊当り)は表のとおり巣植法が従来の方形植に対し37.～ 2
%の省力になつている。

｀`
｀
ヽ 、
、 菊 池 長 崎

方形植 10.4人 3.ooo,何値 100% 19.8ノヽ 3.500椰 100%

列状植 87 100

巣  植 2.000 63 15.6 2.500

鰹 絣 l… 刑鶴 嘉雉 袈為 造樹
…かなり省力化されてい る。機械刈では列状植が 7.07°Fと 顕著な省力になつ

ているのに比べ巣植では逆に 20%の 掛 り増になつている。
列状植は、機械 の操作が容易であり能率があがつたものと考えられる。

菊 池 都 城

方 形 植
入 力 3.9ノ、 100% 100% 4.OA 100% 100%

機械 100

列 状 植
人 力 100

機 械

巣   植
入 力 100 80

機llt 36 120

階段造林 入 力 3.oノ、 75%

成長量

各処理区間にその差はほとんどみとめられない。
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鰤号Z24-1
課題番号 4-2

昭 本0 48 年 度

機械化薬剤化に適 した植栽方法を究明し労lJJ生産性の向上をはかる

列状値、巣植)の試験地を設荒し、作業功程、経費、

業体系の検討を行:な う。

技 .術 肇 秘 告 書

経:、 過

46年 3月 に方形植区、列状植区は h。 当り3,00

開 リ`
1員 本 営 林 局

農一・ず
利一属一一́
暑

回十一戦　醜一　　一　　池　　一　申　計

48年度

下刈終了を待つて、方形揃、列状植、 lT・植、傾斜階段造

林法A-1を含めて検討するなかで地楕か ら下刈に至る経
済性成長‖等の検討をするo

置一轍　　一頷ずｈ‐脚‐一

．賢
　
節

木
　
水

立

氏

一
島

‐―
け
―
一

名

一
長

望

微
　
「‐
寸
‐‐
‐
■

法

一
査

　

一

‐名‐
一

‐
長
一

任

整
調
度
一　
一作
腱

植

一
　

　

年

一　
　
一　

　

当

け
一　　　５〇
一　
　
一査
　
鄭

0本植で実施し 3成長期を経過した。

2 植付功程

発

1 植付功程は巣植法が方形植列状植に対して 37%γ 24多 の省力につながる
1 形
になつているoし かしなが ら巣植の場合植栽本減を少 くしてお り、方形植

I T馨 努た[if 3,000本
植として推算すオtば 98人程度となう列状植力ゞ最

| 
なおホ
lγ
人工数は植穴じるし地被物除去を別功程で行なつている。

営林局におけるllll
発結果の評価およ
び普及計画の lllI要

巣植区は 2,0

こ≡≡:三董≡≡玉l―――刊
47 1 48 1 成長量 |       |

|

=量
量 ±    ___」
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技 術 開 発 報 告 書 熊 本 営 林 局
課 題 番番 /7。 4-3

課  題 名

開発担当者

所 属 氏 名

昭 fl1 4 8年 度

~面

'「

編 肩轟瓦蔦褒房剰 F~~|
~[‐
II~~~~:~~「IIT~~~IIII~~丁

=‐

IJ
開始年度   45年 度    調査年度   48年 度  |
終了 (見込)年度    48年 度            |

当 年  度

機械化・薬剤化による労働生産性の向上をはかる。

傾斜階段 A-1法 と方形植の試験地を設定し、作業功程、

調査し、造林体系の確立をはかるo

過経施実

発
　
間

開
　
期

1 傾斜階段A-1
3～ 7度の傾斜階段 A-1法 により列Fns 2 5笏 苗間 16“

・ り実施 (4ど年度植栽)ヒ ノキ

方 形 植
列問苗間 18″ で実施 (43年 度植栽)ヒ ノキ

下 刈
人力刈による

として人力によ

果発

」
ト

ト

ト

」

神
費

結

1 下刈功不1

2 造林木の樹高成長 (ヒ ノキ)

3 植生の推移

4 考 察
0傾斜階段造1/1kは 方形植
に比較して下刈功程1に

おぃて 34%―の省力と

なつているo

O樹高成長においても階
段造林がすぐれた成育

を示しており効果が認

められるところである

191機 生の推移については

階段造林の広業樹主体

の推移に対し方形植で

はススキ主体の推移を

示す。形に
４７
一５

営林局における開

発結果の評価およ

び普及計画の概要

れた効果をもたらすことは認められるところであ り、下

メリ終了を待つて方形 1簡、列状植、巣植を併せて検討する

中で地締から下刈終了に至る経済性を含めた検討をするo

|      |

草飛推移を

聰 壕
10
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繰題番号/45 昭 和 49年 度

課  題  名 機 械 化 ,薬 剤 化 を前 提 と した植 栽 方 法 の確 立

開 発 期 間
開始年度  45 年度    調査年度  49 年度

終了 (見込)年度   50 年度

開 発 担 当 者

所 属 氏 名

所 属 lll 名 名

長 崎 営 林 署

菊 池   〃

者5  城     ″

長
　
長
　
長

係
　
係
　
係

査
　
苗
　
査

調
　
種
　
調

上 村 緑 郎

島  木     賢

森  川  秀 次 郎

経
都
費

度

計

年当

累

開 発 的

労 flfJl生 7F‐性の向上 ,労 llll強度の軽減 ,

した合理的な植栽方法を究明する。

投資効果を高めるための機械化,薬剤化を前提

開 発 計 画

)の 試験地 を設定 し,作

う。

植イ」方法別 (方法植 ,列 状植 ,巣植 ,傾斜階段造林法 A-1

業功程 ,経 費 ,成長量等を調査 して造林作業体系の検討を行な

営林局にかける開

発結果の評価およ

び普及計画の概要

1 これまでの試験結果からみて,機械化による労働生産性の向上

は,使用規制によりllll用不能のところが出て成果を得ることがで

本試験の lyJ合 は,試験を進める中で,振動機械使用の時間規制

とができなかつたoな お本試験は 49年度をもって終了する。

-38-

技 術 開 発 報 告 書 熊 本 営林局

過経施実

l 植栽方法及び植付本数

(1)方形植

(a 列状植

(0 巣 植 (一群 5本植)

(0 傾斜階段造林法 A-1

樹  種

スギ,ヒ ノキ

設定時期

46年 2月 ～ 3月

滋当 り  3000～ 3500本

〃    3000～ 3.500本

″   ,・2.000～ 2500本

″    2.500本

果結発開

1 植付功程は,植栽本数の少ない階段造林法 ,巣植法が最 も省力となっているが,同

じ植栽本数 として推算すれば,lF_栽方法別 rC開差は認められない。

下刈功程は, 4回 の累計からみると階段造林法<タリ状植 ,巣植く方形植 となってお

り,階段造林法 A-1の 場合が最 も省力になっている。

入力刈 と機椰 」を比較すると,機械刈の場合が巣植で58%,列 状植及び方形植で

56●/2の 省力になっている。

造林木の上長成長については,階段造林法 A-1の 場合が最 も良好であるほかは ,

ll付方法による著 しt/N成長差は認められない。

46年 2月 ～ 3月 に試験地を設定 し調査を進めて来たが,機械使用時間規制ならび

に薬剤散布規制等与件の変動により,植栽方法別の各種作業功程比較と成長量調査の

みにlLま ったo

は認められるが ,植 栽方法別による功程差はほ とんど認められない。特に薬斉りについて

きなかった。

ならびに業剤使用規命」等の与件の変動により目的を達成するための十分な成果を得るこ
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